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l.はじめに
熱帯雨林における大気一森林間の熱・水・エネ
ルギー交換過程を理解するためには，温湿度・雨
の観測のみならず風向・風速の特性を把握するこ
とが重要である。風向・風速については概して同
一日周パターンを繰り返すが，大気の擾乱あるい
は北東モンスーンの到来により不規則になり，降
雨や気温等にも変化が現れる。
鉛直方向の風速分布を捉えることで，樹冠面粗
度とゼロ面修正量を求められ，植生一大気聞の交
換過程を記述するモデルに組み込むことができ
る。このモデルは全球気候モデル(GCM)を構成す
るサプモデルの一つである。
モデルへの適用だけに留まらず多くの諸現象
を理解するためにも本研究は重要なものである。
2.方法
ランピル国立公園第2タワー及び林冠クレーン
で計測された風向・風速について日周変動・季節
変動を検討した後に，風速の鉛直分布及ぴ降雨イ
ベントと風向・風速との関係について調べた。利
用したデータについては，表lに掲げてある。
日周変動，季節変動及び降雨イベントと風向・
風速の関係については， 2000年 1月から継続的
に取得されている第 2タワーのものを使用した。
また鉛直分布についてはクレーンに設置された 3
台の三杯風速計及び超音波風速温度計(SAT)の観
測値から求めている。SATのデータは運動量フラ
ックスの計測及び大気安定度の判定に利用され
る。
3.結果
3.1 風向・風速の日周変動・季節変動
ランピル国立公園第2タワー49m地点における
長期データに見られる風向及び風速の概況を表
2に示す。
風速について通常では 6時頃に最も弱くなり
表 1 解析に使用されたデータ
ク 風向 77m 
レ 風速 93m， 77m， 60m (， 40m) 
ン 乱流 60m (， 77m) 
第2 風向 49m 
タワー 風速 49m 
雨量 49m 
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表2 第2タワー風向・風速の長期的傾向
風向のーは弱風のため風向が検知できないことを示す。
6 12 18 O 6 
通常期
風向 一| 南東| 北西生寄り|
風速 最小~最大 'b最小
風向 北東 | 北西 | 北京
モンスーン期
風速 最小ーーー~最天ー 参最小
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時頃に最も強くなるという明瞭な日周変動を示
し
ていた。また 2000年及び2002年の 1-3月にか
けては通常期の日周変動を保持したまま全体的
に風が強く吹いた。
風向については，上述の 2000年及び2002年 1
-3月にかけて北東モンスーンが到来し，通常期
の風向日周変動とは一線を画している。通常では
風速のピークが現れるまでは南東の風が吹き，
ピーク後に風向は北西へと変化し，北寄りの風へ
と変わる。これは海陸循環風が関与しているもの
と考えられる。北東モンスーン期においては，日
中最も風が強まる時刻付近で通常期と同じ北西
風が吹くが，他の時刻では北東風が車越する。
3.2 樹冠面粗度(がとゼロ面修正量(品の検討
大気安定度が中立の状態で，林冠クレーンに設
置された3台の風速計から得られる風速の鉛直分
布について対数則分布の式を適用すると，高度
93mの風速が5mJs以上でお=4.0(m)，d=31.9(m) 
が得られた。これはアマゾンの熱帯雨林で報告さ
れているお=0.06h，d=0.86hに近い。また大気状
態が不安定，中立，不安定と移行するに従い，低
空の風速はクレーン最上部の風速に対して大き
くなる。
ぷ3 降雨と風向・風速の検討
ランピル国立公園の降雨イベントは(1)昼雨型，
包)夜雨型， (3)昼夜連続雨， (4)それ以外，の 4パ
ターンに分けられる。(1)では降雨前に風速は大き
くならず，降雨後風が弱まる。包)では降雨前に風
が強まり，降雨後も風速の大きい状態が数時間続
く。夜間の風速については無降雨日では 0.5mJs
程度であるのに対し，夜雨時には 1-2mJsとなる。
夜雨は降雨現象と風向・風速との聞に興味深い関
係があることが予想され，水文・水資源学会での
発表に向けて現在解析中である。
